
農
林
中
央
金
庫
は
５
月

日
、
１
兆
２
０
０
０
億

22円
の
「
資
本
再
構
築
」
を

実
施
す
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

今
後
、
Ｊ
Ａ
へ
の
増
資

要
請
が
本
格
化
し
、
対
応

が
迫
ら
れ
ま
す
。

低
利
回
り
の
外
国
債
権

農
林
中
金
は
、
米
国
な

ど
海
外
金
利
の
上
昇
で
、、

欧
米
の
債
権
が
値
下
が
り

評
価
損
が
拡
大
し
て
い
る

た
め
と
説
明
。
低
利
回
り

の
外
国
債
権
を
中
心
に
売

却
し
、
資
産
を
入
れ
替
え

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

農
林
中
金
の
市
場
運
用

資
産
残
高
は
、
３
月
末
時

点
で

兆
円
に
上
り
、
国

56

内
で
も
有
数
の
機
関
投
資

家
に
な
っ
て
い
ま
す
。

債
券
が

と
最
も
多

％
56

く
、
次
い
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

（
信
用
リ
ス
ク
の
貸
出
債

）

、

権
や
社
債
な
ど
が

％
42

株
式
が
２

と
な
っ
て
い

％

ま
す
。

国
内
で
は
長
く
超
低
金

利
が
続
い
た
こ
と
で
、
よ

り
高
い
利
回
り
を
求
め
て

外
債
な
ど
へ
の
投
資
を
増

や
し
て
き
ま
し
た
。

米
金
利
の
上
昇
に
よ
っ

て
保
有
債
券
の
含
み
損
が

拡
大
し
た
ほ
か
、
外
貨
調

達
コ
ス
ト
の
増
加
な
ど
で。

経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す

３
月
の
債
権
の
評
価
損。

額
は
２
兆
１
９
２
３
億
円

債
券
売
却
に
伴
う
損
失
な

ど
で
、
今
期
の
純
損
益
は

５
０
０
０
億
円
超
の
赤
字

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

「

」

新
た
に

劣
後
ロ
ー
ン

５
０
０
０
億
円
調
達

１
兆
２
０
０
０
億
円
の

「
資
本
再
構
築
」
は
、
資

本
へ
の
転
換
条
項
付
き
の

「
劣
後
ロ
ー
ン
」
７
０
０

０
億
円
を
「
後
配
出
資
」

に
転
換
し
、
新
た
に
期
限

付
き
の
「
劣
後
ロ
ー
ン
」

を
５
０
０
０
億
円
調
達
す

る
こ
と
で
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と

協
議
を
進
め
る
と
し
て
い

ま
す
。

「

」

、

劣
後
ロ
ー
ン
と
は

一
般
債
権
よ
り
支
払
い
順、

位
が
後
に
さ
れ
る
融
資
で

会
社
更
生
法
適
用
の
さ
い

に
は
「
ま
ず
返
済
さ
れ
る

見
込
み
が
な
い
、
リ
ス
ク

が
高
い
た
め
に
利
子
は
割

高
と
な
る
ハ
イ
リ
ス
ク
・」

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
の
ロ
ー
ン

で
す
。

「
後
配
出
資
」
と
は
、

単
協
に
と
っ
て
普
通
出
資

よ
り
も
配
当
率
が
低
く
、

農
林
中
金
に
と
っ
て
は
配

当
負
担
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

２
０
０
９
年
以
来

過
去
に
は
、
２
０
０
８

年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
る
、
ア
メ
リ
カ
の
住

宅
金
融
の
不
良
債
権
を
多

額
に
抱
え
、
５
７
２
１
億、

円
の
巨
額
損
失
を
計
上
し

年
に
１
兆
９
０
０
０
億

09円
の
緊
急
増
資
が
Ｊ
Ａ
に

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
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（月２００円程度）
5月 26人 23,930円
4月 38人 48,940円

農
林
中
金
が
５
０
０
０
億
円
超
の
赤
字

２
０
０
９
年
以
来
の
大
規
模
な
増
資
要
請

迷
想
の
１
０
０
日

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

協
立
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ

ー
の
皆
さ
ん
、
藤
島
の
鈴

木
重
雄
で
す
。
入
院
中
は

「
病
む
人
の
心
に
添
っ
た

思
い
や
り
」
の
介
護
を
受

け
、
元
気
で
帰
宅
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

私
の
発
症
は
１
月

日
28

に
散
歩
中
、
転
倒
し
起
き

上
が
る
こ
と
が
出
来
ず
、

散
歩
中
だ
っ
た
人
か
ら
助

け
ら
れ
、
家
ま
で
同
行
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

藤
島
平
形
の
方
だ
そ
う

で
、
お
礼
も
申
し
上
げ
ず

別
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
深
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

発
症
の
経
過
を
振
り
返

る
と
、
散
歩
コ
ー
ス
で
あ

る
自
宅
か
ら
八
色
木
上
区

村
は
ず
れ
を
回
り
、
皇
大

神
社
に
手
を
合
わ
せ
、
村

内
に
入
っ
て
杖
を
頼
り
に、

順
調
に
来
た
と
思
っ
た
ら

、

旧
農
協
前
で
足
が
も
つ
れ

転
倒
し
ま
し
た
。

道
路
の
側
溝
に
除
雪
が

あ
り
、
雪
融
け
水
が
音
を。

立
て
て
流
れ
て
い
ま
し
た

起
き
よ
う
と
し
て
も
が

い
た
が
、
立
つ
こ
と
が
出

来
な
い
。
通
行
人
が
通
り

す
ぎ
た
よ
う
だ
が
、
気
付

い
て
く
れ
る
人
が
い
な
か

っ
た
。

携
帯
電
話
は
側
溝
に
落

ち
て
、
拾
う
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。

１
時
間
位
、
冷
気
に
さ

ら
さ
れ
、
散
歩
中
の
人
に

声
を
か
け
ら
れ
、
一
緒
に

歩
い
て
自
宅
に
着
く
と
、。

荘
内
病
院
に
行
き
ま
し
た

脳
梗
塞
と
肺
炎
を
併
発

の
う
こ
う
そ
く

し
て
い
た
と
の
診
断
で
、

入
院
と
な
り
ま
し
た
。

病
院
７
階
棟
で
、
言
語

訓
練
と
身
体
機
能
の
療
養

と
な
り
ま
し
た
。

私
が
小
学
１
年
生
で
習

っ
た
「
ア
イ
ウ
エ
オ
、
サ

ク
ラ
ガ
サ
イ
タ
」
の
発
声

や
、
身
体
機
能
の
訓
練
で

し
た
。

幸
い
言
語
障
害
は
な
か

っ
た
が
、
１
時
間
位
路
上

で
冷
た
い
風
に
さ
ら
さ
れ

た
の
で
肺
炎
を
併
発
し
て

い
て
、
荘
内
病
院
に
１
か

月
間
入
院
し
ま
し
た
。

そ
の
後
櫛
引
の
リ
ハ
ビ

リ
病
院
に
転
院
し
、
日
常

生
活
に
必
要
な
訓
練
を
受

け
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
に

は
患
者
に
寄
り
添
っ
た
親

切
な
介
護
を
受
け
、
友
だ

ち
も
出
来
て
、
愉
快
に
過

ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
、
福
田
さ
ん
と
松

田
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
原
稿
は
、
右
手
リ

ハ
ビ
リ
の
た
め
書
い
て
み

ま
し
た
。

満

歳
。
乱
筆
多
謝
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債券価格と金利って、どういう関係なの？

債券価格と金利は逆の動きをする、シーソーの関係

になっています。

つまり、金利が上がると債券価格は下がり、金利が

下がると債券価格は上がります。

例えば、金利２％の債券があるとします。

この債券を１００円分買えば、１年間で２円を受け取

ることができますが、債券の金利が３％に上がったら

どうなるでしょう。

金利３％の債券を１００円分購入すれば、１年間で

３円を受け取ることができますよね。

そうなると金

利２％の債券よ

りも、金利３％

の債券のほうが

魅力的、という

ことになります

ので、金利２％

の債券は魅力が

減って価格が下

落します。

（
次
頁
に
続
く
）



今
か
ら

年
前
の
２
０

15

０
９
年
に
も
、
農
林
中
金

の
巨
額
な
損
失
で
、
Ｊ
Ａ

に
１
兆
９
千
億
円
の
緊
急。

増
資
が
要
請
さ
れ
ま
し
た

『
民
報
』
２
０
０
９
年

３
月

日
６
８
７
号
に
、

22

「
農
林
中
金
の
巨
額
な
増

資

い
ま
何
が
起
き
て
い

る
の
か
」
の
記
事
を
掲
載

、

。

し
反
響
を
呼
び
ま
し
た

農
林
中
金
の
要
請
に
対

し
当
時
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
は
緊

急
増
資
５
億
９
８
０
０
万

円
と
、
劣
後
ロ
ー
ン
５
億

７
８
０
０
万
円
の
合
計
11

億
７
６
０
０
万
円
。

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
は
緊

急
増
資
４
億
６
５
０
０
万

円
、
劣
後
ロ
ー
ン
は
現
在

高

億
円
を
一
旦
解
約
し

14
て

億
５
千
万
円
を
新
規

16
に
契
約
し
、
２
億
５
千
万

円
の
増
で
、
合
計
７
億
１

５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

年
前
も
今
回
も
「
逃
、

15
げ
遅
れ
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

米
国
で
金
利
が
上
昇
し

始
め
た

年
度
初
め
頃
に

22

は
、
生
保
な
ど
大
手
機
関

投
資
家
は
米
国
債
の
売
却

を
始
め
て
い
た
の
に
、
農

林
中
金
は
決
断
が
遅
れ
た

こ
と
や
、
海
外
金
利
の
上

昇
は
、
外
貨
建
て
投
資
の

コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
た
こ。

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

本
来
、
農
業
と
農
山
村

の
発
展
の
た
め
に
活
用
さ

れ
る
べ
き
資
金
を
「
機
関

、

投
資
家
」
と
な
っ
て
マ
ネ

ー
ゲ
ー
ム
に
運
用
し
て
き

た
結
果
で
す
。

年
前
の
赤
字
は
５
７

15
２
１
億
円
。
今
期
（
２
０

２
５
年
３
月
期
）
決
算
で

は
、
有
価
証
券
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
（
資
産
構
成
）
を

見
直
す
結
果
、
５
０
０
０

億
円
超
の
大
幅
な
赤
字
に

転
落
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
１
兆
９
千
億
円

の
増
資
で
し
た
が
、
今
回

は
劣
後
ロ
ー
ン
７
０
０
０

億
円
を
「
後
配
出
資
」
に

転
換
し
、
新
た
に
劣
後
ロ

ー
ン
を
５
０
０
０
億
円
調

達
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

、

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
で
は

６
月
総
代
会
終
了
後
、
理

事
会
で
対
応
が
決
定
さ
れ

る
と
し
て
お
り
、
注
目
さ

れ
ま
す
。

を
つ
い
て
い
た
ん
だ
ト
。

つ
ま
り
、
首
相
が
自
ら
や

っ
た
調
査
に
ウ
ソ
を
つ
い

た
ん
だ
っ
て
サ
。
こ
れ
も

あ
か
は
た
日
曜
版
に
見
つ

か
っ
た
ん
だ
。
イ
イ
面
の

皮
と
い
う
と
こ
ろ
。
し
か

し
、
こ
ん
な
人
し
か
い
な

い
ん
だ
、
自
民
党
。
首
相、

も
舐
め
ら
れ
た
も
ん
だ
が

。

国
民
を
バ
カ
に
し
て
い
る

彼
等
の
本
気
度
も
。

▲
自
民
案
は
公
明
が
同
意。

で
き
な
い
程
の
お
茶
濁
し

パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
買
っ
て

く
れ
た
先
の
名
前
を
な
る

べ
く
出
さ
な
い
線
引
き
で

ど
こ
が
改
革
な
ん
だ
。
そ

れ
は
今
ま
で
も
分
割
し
て

書
い
て
い
た
ん
だ
ろ
。

▲
そ
れ
は
呼
び
名
を
変
え

た
献
金
な
ん
だ
か
ら
、
パ

ー
テ
ィ
ー
券
は
禁
止
だ
。

国
の
予
算
か
ら
莫
大
な
金、

を
掴
ん
で
い
る
ん
だ
か
ら

税
金
と
の
二
重
取
り
に
な

っ
て
い
る
ん
だ
。

▲
禁
止
す
れ
ば
、
ど
こ
に

線
を
引
く
か
の
問
題
は
な

く
な
る
の
だ
し
、
自
民
の

タ
カ
リ
も
で
き
な
く
な
る

と
い
う
事
サ
（
石
川
）

。

所
で
あ
っ
た
（
村
名
は
当

時
。）改築

し
た
家
や
こ
の
地

の
名
産
を
陳
列
し
ご
覧
に

い
れ
た
。

例
え
ば
、
押
切
の
加
藤

安
興
邸
で
は
、
平
屋
８
畳

に
敷
き
詰
め
た
絨
毯
に
、

東
西
両
半
球
を
描
き
、
日

本
の
所
に
玉
座
を
安
置
す

る
と
い
う
趣
向
を
凝
ら
し

た
も
の
だ
っ
た
。

名
産
・
名
物
は
山
添
村

の
葡
萄
、
酒
田
市
小
松
屋

ぶ
ど
う

企
業
団
体
献
金
禁
止

去
年
の
秋
バ
ス
で
行
っ

た
旅
先
で
、
女
性
た
ち
に

似
合
う
と
言
わ
れ
て
黒
い。

あ
の
帽
子
を
買
っ
た
ん
だ

あ
の
・
と
言
う
の
は
、
自

民
党
の
ボ
ス
の
一
人
で
し

、

。

ょ
肩
を
振
っ
て
歩
く
人

あ
の
人
が
被
っ
て
い
る
あ

の
帽
子
の
こ
と
で
す
。

▲
し
か
し
帽
子
の
話
で
は

な
く
、
帽
子
を
被
る
あ
の

「

」

人
が
言
っ
た
さ
も
し
い

と
い
う
言
葉
に
関
し
て
な

ん
だ
が
、
自
民
党
は
サ
モ

シ
イ
と
か
タ
カ
ル
と
か
い。

う
体
質
は
変
わ
ら
な
い
な

▲
終
盤
国
会
で
最
大
の
問

題
で
あ
る
政
治
資
金
規
正

法
の
改
定
案
が
審
議
に
入

っ
た
。
出
さ
れ
て
い
る
改

定
案
は
、
公
明
の
賛
成
が

得
ら
れ
ず
自
民
党
単
独
案

な
の
ダ
ト
。
こ
の
提
案
者

、「

」

は
と
い
う
と
さ
も
し
い

と
発
言
し
た
あ
の
派
の
人

な
ん
だ
っ
て
サ
。

▲
し
か
も
こ
の
人
、
自
民

党
が
自
主
的
に
や
っ
た
調

査
に
裏
金
は
無
い
と
ウ
ソ

小
休
所
は
文
字
通
り
天

皇
が
休
憩
す
る
所
で
、
村

の
豪
農
が
改
築
し
て
小
休

所
と
し
た
。

ほ
ぼ
２
㎞
前
後
に
置
か

れ
た
。

東
田
川
郡
内
は
多
く
、

狩
川
村
見
龍
寺
・
横
山
村

菅
原
美
継
邸
・
押
切
村
加

藤
安
興
邸
・
新
堀
村
加
藤

勘
右
衛
門
邸
・
余
目
村
佐

藤
善
治
邸
・
廻
舘
村
相
馬

繁
之
の
各
邸
宅
、
そ
し
て

昼
食
小
休
の
東
田
川
運
役

東
田
川
史
跡
物
語

巡
幸
記
念
碑
建
立
ま
で青

山

崇

の
菓
子(

)

な
ど
が
供

写
真

さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
礼
に
、
御
紋

付
三
重
木
盃
と

円
が
支

30

給
さ
れ
た
。

円
の
と
こ

50

ろ
も
あ
り
差
が
あ
っ
た
。

し
か
し
郡
民
は
〝
千
年

の
名
誉
〟
だ
と
喚
起
の
声

を
上
げ
た
。

こ
の
声
は
、
行
幸
の
最

大
の
目
的
が
実
現
し
た
喚

年
前
の
２
０
０
９
年
に
も
、
農
林
中
金
の
巨
額

15な
損
失
で
、
Ｊ
Ａ
に
１
兆
９
千
億
円
の
緊
急
増
資

声
で
あ
っ
た
、
と
赴
任
後

に
聞
い
た
石
井
武
雄
郡
長

は
感
激
し
、
郡
書
記
鈴
木

重
光
・
中
村
有
行
・
吉
田

哲
茂
、
戸
長
五
十
嵐
九
兵

衛
・
加
藤
三
七
・
石
栗
六

内
・
富
樫
信
好
、
議
員
斎

藤
良
輔
・
石
川
養
貞
・
富

樫
多
右
衛
門
・
本
間
多
右

衛
門
ら
は
郡
内
の
長
老
ら

と
相
し
、
こ
の
こ
と
を
記

録
し
た
記
念
碑
を
郡
役
所

に
建
て
よ
う
と
考
え
た
。

折
田
平
内
県
令
は
、
石

井
郡
長
に
記
念
碑
の
文
を

書
く
よ
う
に
要
請
し
、
郡

長
は
承
諾
し
た
。

２００９年ー農林中金に対する緊急増資と当時の出資の状況

緊急増資分 当時の現在高

緊急増資 劣後ローン 外部出資金 劣後ローン

ＪＡ鶴岡 ５億9800万円 ５億7800万円 19億4700万円 ９億7400万円

ＪＡ庄内たがわ ４億6500万円 ２億5000万円 36億9300万円 14億円

民報編集部聞き取り）（

現在の農林中金に対する出資の状況

2023年度現在高

外部出資金 劣後ローン

ＪＡ鶴岡 27億6300万円 非公表

ＪＡ庄内たがわ 49億8300万円 8億2500万円

民報編集部聞き取り）（


